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水道管で水そうに水を入れるのに、
Ａの管では１０分、
Ｂの管では１５分

かかります。
両方の管をいっしょに使って水を入れ

ると、何分でいっぱいになりますか。

Ａ Ｂ

水そうの大きさ

が分からないので、

解けない・・・？

仮に、３０Ｌだと考えると・・

３０÷１０＝３ （Ａは１分間に３Ｌ入る）

３０÷１５＝２ （Ｂは１分間に２Ｌ入る）

３＋２＝５ （ＡＢ両方で１分間に５Ｌ入る）

３０÷５＝６ （３０Ｌ入れるのに６分かかる）

６分は、本当の答え

ではない。水そうの大

きさが変われば、時間

も変わるのでは？

仮に、２、３倍の大きさで考えると・・

Ａ Ｂ ＡＡ ＢＢ

６０Ｌ３０Ｌ ９０Ｌ

６０÷１０＝６ （Ａは１分間に６Ｌ入る）

６０÷１５＝４ （Ｂは１分間に４Ｌ入る）

６＋４＝１０ （ＡＢ両方で１分間に５Ｌ入る）

６０÷１０＝６ （３０Ｌ入れるのに６分かかる）

９０÷１０＝９ （Ａは１分間に９Ｌ入る）

９０÷１５＝６ （Ｂは１分間に６Ｌ入る）

９＋６＝１５ （ＡＢ両方で１分間に１５Ｌ入る）

９０÷１５＝６ （９０Ｌ入れるのに６分かかる）

時間も、２、３

倍になるはず･･･

どんな水そうの

大きさでも同じ？

水槽の大きさが変化しても、１分間に入る割合は

変化せず、一定であることに気付かせる。

水道管で水そうに水を入れるのに、
Ａの管では９分（４７秒）、
Ｂの管では１４分（１３秒）

かかります。
両方の管をいっしょに使って水を入れ

ると、何分でいっぱいになりますか。

こ ん な 意 識

を経て、全体を

割合の「１」と

する考え方に

至らせる。

具体的な量で考えようとする

意識があるが、日常として、時

間が様々な数になる。その都度、

割り切れる数(公倍数)を見

つけるのは大変になる。

１÷１０＝1/10 （Ａは１分間に 1/10 入る）

１÷１５＝1/15 （Ｂは１分間に 1/15 入る）

1/10＋1/15＝1/6 （ＡＢ両方で１分間に 1/6 入る）

１÷1/6＝６ （水そういっぱいに６分かかる）

具体的な量で求める式

を立てているため、割合を

使った式もそれと対応さ

せると理解しやすい。

これを認める。


